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水環境からの放射性 Coの回収を目的に， MnO4
-イオンを微生物により還元生成した Mn酸化物への収着を

調べた．Co の収着量は Zn よりも当量比で高かった．この原因は，Co
2+の Co

3+への酸化収着によると推察

された． 
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1. 緒言： 

  福島第一原子力発電所事故以来、環境中に放出された放射性核種の有効な回収方法が求められている．

Coは原子炉における代表的な放射化物であり，事故による放出量こそ小さいが，今後の廃炉の進展に伴い

水環境に移行することも想定される．Mn 酸化物は Co に対し大きな収着容量を持つことで知られている．

多くの研究では，Mn酸化菌による Mn
2+から Mn

4+への酸化により形成される生物性 Mn酸化物へのイオン

の収着が調べられているが，この微生物による酸化は緩慢であり，生物性 Mn 酸化物の形成に多くの時間

を必要とする 1,2．一方，MnO4
-は微生物などの殺菌剤として用いられ，その際，Mn酸化物が形成する．し

かし，微生物細胞を還元剤とし生成した Mn酸化物 (biomasss-MnOX) の形成機構，Coの収着挙動は不明で

ある．そこで，biomasss-MnOXの形成機構および，Coの収着挙動について調べた． 

2．実験：   

  Pseudomonas fluorescens菌体を集菌後、0.1 M NaCl溶液で菌濃度を調節した。その懸濁液 40 mLに

KMnO4 を加え、25 ℃の振盪培養器で間振盪することで biomass-MnOX を生成した。生成した

biomass-MnOXは遠心分離により回収、ミリ Q水で洗浄した。その後，回収した biomass-MnOX を Co2+

濃度を調節した 0.1 M NaCl 40 mL中に加え，25 ℃の振盪培養器で振盪した．比較のため Zn2+に対して

も同様の収着実験を行った．ろ液中の溶存 Mn，Co および Zn 濃度を ICP-OES を用いて測定した。また

実験で得られた固相の結晶学的構造を、X線回折 (XRD) 法を用いて，Mn及び Coの酸化状態を X線吸収

端近傍構造 (XANES) 法を用いてそれぞれ評価した． 

3．結果・考察：   

  XRD より結晶性の低い Mn 酸化物が生成していることが確認された．XANES の結果より，生成した

biomasss-MnOX には Mn
4+のみならず Mn

3+，Mn
2+も存在していることが確認された．収着実験では，

biomass-MnOXに対する Coの収着量は Znよりも当量比で高かった．一方，Coの収着に伴う液相中への Mn

の放出量は，Znを収着させた場合に比べ大きいことが確認された．さらに XANESの分析結果より，収着

した Coの大部分は Co
2+から Co

3＋に酸化しており，また，Mnの酸化数についても 2価，3価の割合が増大

していることを発見した．これらの結果より，Coの収着に伴う液相中への Mnの過剰放出量は，Zn収着に

見られる Mn
2+とのイオン交換に加え，Co

2+とMn
4+との酸化還元反応によってもたらされたことが示唆され

た． 
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